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１．大雨の状況（7月9日～11日） 

⑴ 総雨量 

  出雲市（芦渡町）265.5ﾐﾘ、出雲市（出雲空港）260ﾐﾘ、松江市（西津田町）256.5ﾐﾘ 

⑵ 土砂災害警戒情報 

松江市、出雲市、大田市、安来市、雲南市、吉賀町 

 

２．被害状況（7月17日時点） 

⑴ 人的被害   なし 

⑵ 住家被害                            （単位：棟） 

市町村名 全壊 半壊 一部破損 床上浸水 床下浸水 

松江市    ７ 14 

出雲市   ２ ４ 17 

雲南市   ２   

計 ０ ０ ４ 11 31 

⑶ 非住家被害  なし 

⑷ 避難状況 

 

 

 

 

  

⑸ 孤立地区の状況 

市町村名 町名 地区 孤立の状況 孤立世帯数 

出雲市 大社町 日御碕地区 全面通行止め 235 

 ※世帯数は、5月末の住民基本台帳データより推定 

 

 

市町村名 
避難所開設数 

※最大開設数 
避難者数 

※最大避難者数 市町村名 
避難所開設数 

※最大開設数 
避難者数 

※最大避難者数 

松江市 28箇所 80人 安来市 26箇所 ８人 

出雲市 29箇所 21人 雲南市 ６箇所 31人 

大田市 ９箇所 ９人 吉賀町 ５箇所 ０人 

合計 103個所 149人 

令和６年７月９日からの大雨に係る被害状況等について 

防災地域建設委員会資料 

令和６年７月 18 日 

防災部防災危機管理課 
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⑹ 公共土木施設被害（７月17日時点） 

① 公共土木施設被害額             

調査中 

② 全面通行止：７月９日からの累計 27箇所 

      ７月17日16時00分時点 ３箇所 

③ 土砂災害 ：がけ崩れ１件（人的・建物等被害なし） 

⑺ 農林水産関係被害（７月17日時点）    （単位：千円）  

施設名等 被災箇所数等 被害額 

農地・農業用施設 39箇所 30,300 

林道・治山 13箇所 120,360 

農作物等 65.84ha 調査中 

漁港・海岸 6箇所 27,000 

計 177,660 

⑻ 商工業関係施設被害 

① 出雲市日御碕地区 

・19事業者が休業中 

② その他 

・松江市、出雲市、雲南市に所在する9事業所 

・被害：浸水被害等 

⑼ 教育施設関係被害 

① 県立施設  

・図書館 １施設 

・被害：地下倉庫で水漏れ 

② 文化財 

・出雲市 １件 

・被害：史跡内の斜面一部崩落 

⑽ 停電 

・7月9日12時43分時点 約3,250戸（最大戸数） 7月9日全戸復旧 

⑾ 公共交通機関への影響 

① ＪＲ（県内関係分） 

・山陰本線      7月 9日～11日、14日～15日 全部又は一部運転取り止め 

・木次線       7月 9日～11日             全部又は一部運転取り止め 



3 
 

・山口線       7月10日～12日             全部又は一部運転取り止め 

・伯備線［特急やくも］7月 9日～12日、15日       全部又は一部運転取り止め 

② 一畑電車      7月 9日～10日             全部又は一部運転取り止め 

③ 航空機 

・出雲縁結び空港          7月 9日～10日 一部欠航 

・隠岐世界ジオパーク空港   7月 9日       一部欠航 

・萩・石見空港        7月10日       一部欠航 

④ 一畑バス路線バス 

・出雲管内 日御碕線 出雲大社バスターミナル～日御碕灯台間 全便運休 

     但し、出雲大社バスターミナル～中山間は、臨時ダイヤで運行 

３．日御碕地区の孤立状況等（７月17日 現在） 

⑴ 状況 

・主要地方道大社日御碕線の道路陥没により、車両は全面通行止めとなっており、日

御碕地区は、現在、孤立に近い状態にあるが、崩落現場を迂回し、私有地を通って

徒歩での往来は可能 

・電気、ガス、水道、携帯電話等のライフラインは問題なし 

・県では、私有地を利用した仮設道路の整備に向けて検討中 

⑵ 対応等 

① 観光客への対応 

・観光客63名、ホテル従業員21名を10日に移送 

11名を港湾業務艇「はくしゅう」（国土交通省）により大社漁港へ移送 

73名を徒歩とマイクロバスで電鉄出雲大社駅前等へ移送 

・本人希望で現地に残った1名も11日に徒歩等で移動 

② 帰宅困難者への対応 

・大社健康スポーツ公園に避難所開設（９日） 

・大社行政センターに避難所開設（10日～17日） 

③ 医療提供体制等 

・医療が必要な３名をドクターヘリにより搬送（10日） 

・ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）を派遣（10日～12日） 

10日 ２チーム（島根県立中央病院、島根大学医学部附属病院） ９名 

11日 １チーム（島根県立中央病院） ４名 

12日 １チーム（島根大学医学部附属病院）４名 
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・16日以降、週１日出雲市立総合医療センターによる巡回診療を実施 

・出雲市保健師により、戸別訪問・健康相談を実施 

④ 物資支援等 

・港湾業務艇「はくしゅう」（国土交通省）により市の備蓄物資を宇龍港輸送(11日) 

・買い物支援として出雲観光タクシーによる臨時タクシーを中山～ショッピングタ

ウンエル間で運行（１日６往復）(13日～15日) 

・一畑バス臨時便を中山～出雲大社バスターミナル間で運行（１日７往復）（16日～） 

⑤  ごみ収集 

・可燃物の仮置き場を３カ所程度に集約した上、17日に県市職員が迂回路を徒歩 

で運搬 

・その後のごみ収集の対応は今後検討 

⑥ ガソリン 

・携行缶により迂回路を県市職員が運搬し、臨時給油所を設ける方向で調整中 

⑦ 通学等 

 ・大社小12名、大社中10名について、16日より崩落現場からスクールバス又は家族

の自家用車で通学可能 

 ・県立高校（出雲農林、大社）４名は家族の自家用車等による送迎で、通学可能 

 ・私立高校（出雲北陵）１名は親戚宅から家族の自家用車等で通学 

 ⑧ その他 

・ＬＰガス、し尿処理の方策について、対応を検討中 

  

４．支援状況等 

⑴ 応急復旧制度等の適用 

① 災害救助法 

・適用日：７月９日 出雲市 

② 島根県被災者生活再建支援事業 

⑵ 相談体制の整備 

① 県及び商工団体等に中小企業者等の経営全般に関する相談窓口を７月11日に設置 

② 各農林水産振興センター及び隠岐支庁農林水産局に農林水産関係相談窓口を７月 

12日に設置 

⑶ 中小企業者等への支援 

中小企業制度融資「災害復旧資金」 



5 
 

・災害による直接被害や、売上減少等の間接的な被害を受けた中小企業者等が復 

旧等に必要な資金が必要な場合に低利で融資 

⑷ 住宅に関する支援 

① 県営住宅の提供 

・家賃、駐車場使用料の全額免除等（提供可能戸数：10戸） 

② 市営住宅の提供 

・家賃、駐車場使用料の全額免除等（提供可能戸数：10戸） 

⑸ 県税の特例 

県ホームページで制度を周知 

  ⑹ 職員の派遣 

日御碕地区のごみ収集・運搬業務のため職員を派遣（17日～） 


